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広島県立教育センター企画部

学校組織マネジメントにおける
ミドルリーダーの在り方に関する研究（１年次）

ー ミドルリーダーのためのハンドブック作成に向けて ー
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学校教育目標の達成に向けた

学校組織マネジメントに資する

ミドルリーダーとは

どのような力を有しているのか？
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１
年
次

・現在の教育現場の課題について
・教育とウェルビーイングの関係について
・広島県のミドルリーダーを対象とした実態調査及び分析

２
年
次

・信頼関係の構築に寄与するミドルリーダーシップについ
て
・ウェルビーイングの視点を取り入れた学校組織の在り方
について
・ハンドブックの作成

３
年
次

・ハンドブック活用効果検証に基づくミドルリーダーの
検討及び研究のまとめ

【ハンドブックの完成→活用→効果検証】
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研究（１年次）
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現在のミドルリーダーに着目すれば，教育現場の課題
解決につながるのではないかと考えるため。

なぜ，ミドルリーダーなのか。
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○「ミドルには，職制を超えた機能，役割がある。
…後ろ姿や仕事ぶりを見て自らそうした域に達し
ようと努力する，そうした存在になりたいと思わ
せる力がそこにはある。」

○「これまでの業務や業務遂行スタイルに留まら
ず，その業務自体を戦略的に計画，実施運営する
ことが重要だとするミドル論を展開することが重
要」

小島弘道ほか「学校づくりとスクールミドル」学文社,ｐ.12
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ウェルビーイング
（well-being）

研究を進めていくための視点



中央教育審議会（令和５年２月７日）：『中央教育審議会教育振興基本計画部会（第13回）会議資料
【資料３】次期教育振興基本計画について（答申（素案））（概要）』
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研究を進めていくための視点

【次期計画のコンセプト】
○2040年以降の社会を見据えた

持続可能な社会の創り手の育成
○日本社会に根差した

ウェルビーイングの向上
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「子供たちのウェルビーイングを高めるために
は、教師のウェルビーイングを確保することが必
要であり、学校が教師のウェルビーイングを高め
る場となることが重要である。」

【定義】
「ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会
的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福の
みならず、生きがいや人生の意義など将来にわた
る持続的な幸福を含むものである。また、個人の
みならず、個人を取り巻く場や地域、社会が持続
的に良い状態であることを含む包括的な概念であ
る。」

中央教育審議会教育振興基本計画部会（令和５年）：『次期教育振興基本計画について
（答申（素案））【資料２】』

研究を進めていくための視点



【アンケート調査項目】

１「属性」及び「職場環境」

２「ワーク・エンゲージメント」

３ 抑鬱傾向

４ 主観的幸福感

５ 学びの実践

６ 信頼関係

７ 上司とのかかわり

８ 同僚とのかかわり

９ 在校等時間数

10 抱えている悩み

11 職場での取組
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【教員ウェルビーイング】
● ワーク・エンゲージメント（Q10）
● 抑鬱傾向（Q11）
● 主観的幸福感（Q12）

【学校・個人属性】
● 校種（Q1）
● 年齢（Q2）
● 勤務校在校年数（Q3）
● 学校規模（Q4）

【職務量】
● 担当児童生徒数（Q5）
● 重複省令主任（Q7）
●１週間あたりの授業時数（Q9）

環境要因
【外的環境】

ミドルリーダーシップの成果指標

クロス分析の構想図

どのようなアンケート調査項目で，

どのような分析を行ったのか。
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【リーダーシップ】
● 上司とのかかわり（Q15）
● 同僚とのかかわり（Q16）

【信頼関係（Q14）】
● 児童生徒との信頼（Q14)

● 保護者との信頼（Q14）
● 同僚との信頼（Q14）

組織要因
【内的環境】

【在校等時間（Q8）】

Teacher well-being: A systematic review of the research 
literature from the year 2000–2019



【アンケート調査対象等】

対象：広島市を除く小学校，中学校，義務教育学校，

高等学校，特別支援学校に勤務する教務主任，

進路指導主事，学年主任，生徒指導主事，保健主事

回答者数：計 1069名

（内訳）

小学校教諭 490名，中学校教諭 299名，

高等学校教諭 215名，特別支援学校教諭 65名

実施期間：令和４年10月12日～11月16日

回答方法：電子申請システム（任意回答）
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グラフデータの捉え方
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①主観的幸福感
主観的幸福感が高い主観的幸福感が低い



①主観的幸福感

②ワーク・エンゲージメント ③抑鬱傾向

ウェルビーイングに関する３項目
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分布が右寄り
の傾向

分布が右寄り
の傾向



在校等時間とウェルビーイングの関係
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15低← 信頼関係が築けていると感じる → 高
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16低← 信頼関係が築けていると感じる → 高



同僚との信頼とウェルビーイングの関係
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アンケート調査結果の概要

■ ウェルビーイングについて
○「主観的幸福感」，「ワーク・エンゲージ
メント」については，右寄りに分布してお
り，概ねいい傾向にあった。
○ 抑鬱傾向については，単調減少のような
グラフにはならず，やや抑鬱傾向にある人
が一定程度いるという本県の傾向が見られ
た。

■ ウェルビーイングに影響を及ぼす要因とし
ては，在校等時間よりも児童生徒・保護者・
同僚との信頼関係が大きい事が分かった。
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信頼関係構築による学校組織ウェルビーイング（構想案）
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今後の方向性
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■ 信頼関係の構築に寄与する

ミドルリーダーシップについて

■ ウェルビーイングの視点を

取り入れた学校組織の在り方について

■ ハンドブックの作成



御清聴，ありがとうございました。
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